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１.都市構造可視化への関わり
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国土交通省の出先である地方整備局職員として、都市構造の可
視化で、どのように個々の都市の課題解決やまちづくりへの支援に
活かせるかを議論

整備局の役割

１．自治体への情報提供
事例の共有・展開

２．国の施策に関する
課題提起に可視化
データの活用

※上司を含めて局内でデータ
加工の実演をして、整備局職
員として自治体支援にどう活
かすか議論



２-1.自治体への情報提供・活用事例紹介
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自治体の都市施設整備担当者が一同に会する会議において、都
市構造可視化計画の紹介と実演を行った。
※全国街路事業促進協議会中部ブロック研修会（沼津市開催）で沼津市を題

材にさまざまなデータを実演披露。集まった若手技術者に技術の共有が出来た







２-2.国の施策と自治体の想いの橋渡し３
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制度の課題を都市局と全国の整備局が集まる会議で共有
都市局･水管理・国土保全局等がコラボした支援制度の活用提案

全国企画市街地係長会議で課題を共有しつつ、
国土交通省内で横断的な支援制度ができたことを
伊豆市と共有し、支援の可能性を検討中
また、伊豆市を舞台にしたシンポジウムを開催し、
人が集う機会を創出

※シンポジウムで可視化実演を画策



３.都市構造可視化に期待すること
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局内で都市構造可視化計画のデータを色々といじっていて、もっ
とこんな風になればいいなをあげてみました。

１．都市構造可視化は地図という平面に、高さと色という２つのデータを表示可能。
→物流センサスの物量データ（高さ）と、そのものの

付加価値（色）が表現できないか？
→公園・緑地の配置と人口分布（高さ）と一人当たりの公園面積

などの充足率・量（色）を表現できないか？
→津波の浸水深と津波の強さを表現できないか？

２．地図上にエリアとして表示可能
→医療機関や商業施設との位置関係が表現出来るので、色んなデータを重

ねて表現できるのではないか？

これからも、あんなことこんなこと部局内外で意見交換しながら、データ活用して
いきます
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